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季刊　高建 2015 夏号季刊　高建 2015 夏号

高知県建設業協会　技術アドバイザー　宮田 隆弘

当協会の総会終了後、「新しいシンボルマーク披露式」、
「特別講演」、「表彰式」を行いました。
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五色の浜（土佐市）五色の浜（土佐市）
「五色の浜」の名前のとおり五色のきれいな砂礫の広がる浜
辺。まるで秘密基地のような、太平洋のリアス式海岸の絶景
ポイントです。複数の岩石群が混在する岩体「メランジュ」
が連なり、日本列島の成長過程を証明する場所として世界的
にも貴重なところ。太平洋を眺望できるドライブコース横浪
黒潮ラインは、雄大で爽快な絶景スポットが数多くあります。

　( 写真提供：高知県 )
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　～鉄道に政治に縦横の活躍～
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新
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
応
募
総
数
１
、
０
３
５
点
か
ら
厳
正
な
る
審

査
と
総
会
承
認
を
経
て
、
高
知
市
在
住
の
濱
口
温
男
さ
ん
の
作
品
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
後
に
は
、
大
勢
の
ご
来
賓
や
会
員
の
皆
様
の
立
ち
会
い
の
も
と
、
作
成

者
の
濱
口
温
男
氏
を
お
招
き
し
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
披
露
式
を
盛
大
に

執
り
行
い
ま
し
た
。

式典の様子 左から､ 山中会長､ 尾�知事､ まもるくん､ 濱口氏
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総
会
終
了
後
の
特
別
講
演
に
は
、
行
政
機
関
や
関
係

団
体
、
会
員
企
業
よ
り
約
２
５
０
名
の
方
々
に
ご
出
席

頂
き
ま
し
た
。
高
知
県
知
事
の
尾�

正
直
様
に
講
師
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
公
務
ご
多
忙
の
中
、
ご
快
諾
頂

き
ま
し
た
。

尾�

知
事
か
ら
は

｢

国
土
強
靭
化
×
地
方
創
生｣

を

テ
ー
マ
に
、
高
知
県
の
産
業
振
興
計
画
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
対
策
な
ど
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
建
設
関
連
に
つ
い
て

｢

皆
様
に
は
、
本

県
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
で
大
き
な
ご
協
力
を
頂
い

て
い
る
。
県
内
で
携
わ
っ
た
防
災
関
連
事
業
の
経
験
を

積
極
的
に
県
外
で
も
活
用
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
知
県
で
も
施
策
と
し
て
、
防
災
関
連
を
産
業
化
し
県

外
へ
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
積
極
的
に
支

援
さ
せ
て
頂
き
た
い
。｣

と
述
べ
、
国
土
強
靭
化
、
地
方

創
生
に
向
け
て
、
建
設
業
の
役
割
に
期
待
を
示
す
と
と

も
に
、
今
年
度
で
２
年
目
と
な
る
高
知
県
建
設
業
活
性

化
プ
ラ
ン
の
積
極
的
な
活
用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
約
１
時
間
に
わ
た
る
講
演
に
、
メ
モ
を

取
る
な
ど
熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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当
協
会
の
表
彰
式
典
を
総
会
終
了
後
に
執
り
行
い
ま

し
た
。

来
賓
者
に
四
国
地
方
整
備
局
か
ら
、
嘉
田
技
術
開
発

調
整
官
、
安
達
高
知
河
川
国
道
事
務
所
長
、
石
田
中
村

河
川
国
道
事
務
所
長
、
横
地
和
彦
土
佐
国
道
事
務
所
長
、

杉
田
高
知
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長
、
県
土
木
部
か

ら
、
奥
谷
土
木
部
長
、
出
先
土
木
事
務
か
ら
、
永
野
安

芸
土
木
事
務
所
長
、
堀
田
中
央
東
土
木
事
務
所
長
、
本

田
高
知
土
木
事
務
所
長
、
高
田
中
央
西
土
木
事
務
所
長
、

元
久
須
崎
土
木
事
務
所
長
が
ご
臨
席
さ
れ
、
業
界
発
展

に
功
績
の
あ
っ
た
46
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１

個

人

企
業
経
営
の
要
職
に
あ
り
、
且
つ
協
会
役
員
と
し

て
業
界
発
展
の
た
め
特
に
功
績
顕
著
な
方
。

㈱
土
居
建
設

土
居

三
平

２

会
社
、
営
業
所

経
営
の
合
理
化
、
技
術
の
向
上
な
ど
功
績
が
顕
著

な
方
。

㈲
中
澤
建
設

㈱
富
士
建
設
工
業

㈲
徳
大
建
設

特別講演風景
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３

従
業
員

会
員
企
業
の
従
業
員
と
し
て
優
秀
且
つ
品
行
方
正

に
て
従
業
員
の
模
範
で
あ
る
方
。

㈱
轟

組

柳
井

英
昭

松
岡

勝
司

〃

岡
田

雅
彦

田
中
建
設
㈱

中
沢

豊
年

�
�
�
�
�
�
�
	



永
年
に
わ
た
り
、
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
の
普

及
、
加
入
の
促
進
、
履
行
の
確
保
に
尽
力
さ
れ
た
事

業
所
。

１

事
業
所

㈱
晃

立

㈱
田
辺
豊
建
設

�
�
�

�
�
�
�
�
	



１

個
人
の
部

協
会
の
役
職
員
と
し
て
、
共
済
団
事
業
の
運
営
に

功
労
の
あ
っ
た
方
。

(

一
社)

高
知
県
建
設
業
協
会

理

事

常
徳

和
也

宮
田

喜
弘

監

事

西
川

一
延

福
原

紀
夫

事
務
局

岡
村

美
弥

�
�
�
�
�
�
�
�
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１

会

員

当
協
会
会
員
と
し
て
協
会
並
び
に
業
界
の
発
展
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
。

㈲
清
藤
組

中
西

峯
彦

大
和
興
業
㈲

在
木

直
澄

㈲
七
里
建
設

佐
竹

正
明

㈲
益
岡
建
設

益
岡

洋
子

㈱
丸
三
建
設

浜
村

祥
郎

２

従
業
員

会
員
企
業
の
従
業
員
と
し
て
永
年
社
業
の
隆
盛
に

貢
献
さ
れ
た
方
。

四
国
開
発
㈱

土
居

靖
幸

㈱
長
重
建
設

坂
本

正
幸

㈱
高
知
丸
高

滝
平

裕
昭

〃

山
崎

公
海

須
工
と
き
わ
㈱

橋
本

隆
友

〃

楠
木

宏
茂

〃

仙
頭

輝
之

大
旺
新
洋
㈱

三
谷

均

〃

小
林

雄
樹

〃

永
吉

賢
士

〃

森

達
也

㈱
轟

組

小
谷

泰
三

〃

片
山

佳
弥

ミ
タ
ニ
建
設
工
業
㈱

瀧
本

純
也

㈲
伊
東
組

小
西

誠

〃

塩
見

武
尊

田
中
建
設
㈱

岡
林

秋
夫

〃

筒
井

賢
造

豚
座
建
設
㈱

矢
野
多
賀
代

〃

谷
田

裕
也

植
田
興
業
㈱

加
用

哲
啓

㈲
竹
村
綜
合
建
設

津
野

均

〃

橘

武
志

㈱
伊
与
田
組

松
本

太

〃

中
山

一
保

㈱
高
知
リ
フ
ォ
ー
ム

西
川

弘
一

表彰式典風景

�������	
���
���



�������	
�����

�
�
�
�
�
�
�
	



室
津
港
も
一
木
権
兵
衛
に
よ
る
延
宝
年
間
の
掘
り
継

ぎ
以
降
拡
張
さ
れ
ず
、
泊
地
も
狭
く
、
岩
礁
の
列
を
突

堤
の
代
わ
り
に
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
明
治
以
降
、

急
成
長
し
て
き
た
漁
業
と
ギ
ャ
ッ
プ
は
深
ま
り
、
新
泊

地
の
造
成
、
港
口
の
改
修
が
急
が
れ
て
い
た
。

夜
須
村
が
、
地
元
負
担
金
を
捻
出
し
て
手
結
港
改
修

を
行
っ
た
の
に
対
し
、
室
津
港
の
場
合
は
、
当
時
の
阿

部
亀
彦
県
知
事
が
、
政
友
会
内
閣
の
も
と
で
土
木
工
事

を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
の
に
着
目
、
町
を
挙
げ
て
政
友

会
に
入
党
し
、
室
津
港
改
修
運
動
を
展
開
し
た
。
佐
藤

喜
弥
太(

町
長)

、
米
沢
松
之
助(

名
誉
町
長)

ら
が
リ
ー

ダ
ー
で
あ
っ
た
。

こ
の
運
動
は
功
を
奏
し
、
１
９
２
１

(

大
正
10)

年

12
月
県
費
支
弁
港
と
な
り
、
つ
い
で
農
商
務
省
の
補
助

港
に
指
定
さ
れ
て
、
国
庫
補
助
１
０
０
万
円
を
受
け
、

24
年
１
月
起
工
式
を
行
っ
た
。
工
事
の
重
点
は
外
港
の

拡
張
に
よ
る
泊
地
の
造
成
で
、
当
初
計
画
で
は
、
22
年

か
ら
の
10
カ
年
で
完
工
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
数
回

に
及
ぶ
災
害
に
加
え
て
、
政
府
の
緊
縮
財
政
の
影
響
を

受
け
、
完
工
し
た
の
は
41

(

昭
和
16)

年
10
月
、
24
年

の
起
工
依
頼
18
年
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
工
事
の
際
、
旧
西
波
止
堤
を
除
去
し
た

と
こ
ろ
、
そ
の
ほ
ぼ
重
心
点
の
位
置
か
ら
礎
石
が
発
見

さ
れ
た
。
碑
面
に
は

｢
寛
永
七
年
七
月
吉
日｣

と
刻
ま

れ
て
お
り
、
津
照
寺
登
り
口
の
巌
松
寺
院
内
に
移
設
、

保
存
し
た
。

�
�
�
�

�
�

１
９
０
７

(

明
治
40)

年
網
捕
鯨
が
消
滅
し
、
津
呂

漁
民
は
沿
岸
の
カ
ツ
オ
・
サ
ン
ゴ
を
中
心
と
す
る
漁
業

に
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
漁
船
は
増
加
の
傾
向
に
あ

り
、
港
の
拡
張
と
港
口
の
改
修
は
村
の
生
命
を
賭
け
る

大
き
な
事
業
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
１
９
１
４

(

大
正

３)

年
４
月
１
日
、
改
修
工
事
に
着
手
、
翌
15
年
２
月

25
日
竣
工
し
た
が
、
工
費
は
１
万
５
２
０
０
円
で
あ
っ

た
。
当
時
は
人
力
に
よ
っ
た
の
で
支
出
の
う
ち
１
万
余

円
は
人
夫
賃
で
あ
る
。
こ
の
改
修
工
事
竣
工
の
こ
ろ
、

大
正
礁
の
発
見
が
あ
り
県
内
外
の
漁
船
が
押
し
寄
せ
、

漁
船
の
動
力
化
、
大
型
化
が
急
速
に
進
ん
だ
の
で
港
の

機
能
が
十
分
果
た
せ
な
く
な
っ
て
き
た
、
そ
こ
で
１
９

２
８

(

昭
和
３)

年
か
ら
31
年
に
か
け
て
森
信
組
の
手

に
よ
る
大
工
事
が
行
わ
れ
、
外
港
が
大
き
く
拡
張
さ
れ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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｢

平
常
遠
足
仕
候
に
は
、
レ
イ
ロ
オ

(

鉄
道)

と
唱

へ
候
人
車

(

汽
車)

に
乗
り
参
り
申
候
。
此
仕
組
み
は

船
の
形
に
し
て
大
釜
に
湯
を
わ
か
し
、
湯
の
勢
を
以
て
、

１
日
に
凡
三
〇
〇
里
も
走
り
、
屋
形
の
内
よ
り
外
輪
を

視
候
所
飛
鳥
の
ご
と
く
、
一
向
見
る
間
御
座
な
く
候
。

尤
も
車
道
に
は
、
鉄
を
引
き
渡
し
御
座
候｣

日
本
人
で
初
め
て
汽
車
に
乗
っ
た
男
、
そ
れ
は
、
土
佐

は
幡
多
郡
中
の
浜
出
身
で
、
漂
流
奇
談
の
主
で
あ
り
、
幕

末
の
新
知
識
・
ジ
ョ
ン
万
次
郎
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
ア
メ

リ
カ
滞
在
中
の
弘
化
２(

１
８
４
５)

年
ご
ろ
、
太
平
洋

岸
で
汽
車
に
乗
っ
た
。
帰
国
後
、
幕
府
に
提
出
し
た｢

漂

流
始
末
書｣

に
、
そ
の
時
の
体
験
を
、
こ
う
書
い
て
い
る
。

３
０
０
里
と
い
え
ば
１
１
７
８
・
２
㎞
、
高
知
県
庁
〜
東

京
間
９
１
６
・
１
㎞
よ
り
ま
だ
遠
い
。
そ
れ
を
わ
ず
か
１

日
で
走
る
と
い
う
の
だ
か
ら
驚
き
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
河
田
小
龍(

維
鶴)

撰｢

漂
巽
紀
略｣

巻
之
三
に
よ
れ
ば
、
万
次
郎
は
、
土
佐
藩
の
取
り
調
べ
に

対
し
て
も
、
汽
車
に
つ
い
て
説
明
、｢

外
頭
を
望
ミ
見
れ

ば
諸
物
皆
横
斜
に
し
て
久
視
る
こ
と
能
は
ず
と
云
う
。
其
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疾
行
此
の
如
し｣

と
語
っ
て
い
る
。

欧
米
列
強
と
１
日
も
早
く
肩
を
並
べ
る
一
流
国
に
な

ろ
う
と
明
治
新
政
府
は
、
殖
産
興
業
、
富
国
強
兵
を
国

家
目
標
と
し
た
。
そ
し
て
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

重
要
政
策
の
一
つ
と
し
て
交
通
基
盤
整
備
を
強
力
に
推

進
し
、
１
８
７
２

(

明
治
５)

年
９
月
12
日

(

新
暦
で

は
10
月
14
日)
、
東
京
・
新
橋
〜
横
浜
・
野
毛
間
29
㎞
に
、

わ
が
国
初
の
鉄
道
を
開
通
さ
せ
た
。
万
次
郎
の
初
体
験

か
ら
約
25
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
黒
い
煙
を
吐
い
て
走

る
汽
車
に
、
明
治
人
た
ち
は
、
万
次
郎
と
同
様
に
驚
き
、

文
明
開
化
を
実
感
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
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そ
れ
か
ら
ま
た
20
年
、
鉄
道
の

｢

兵
商
２
途｣

－

軍

事
と
経
済
の
両
面
に
果
た
す
機
能
を
重
視
し
た
政
府
は
、

そ
の
建
設
を
国
の
事
業
と
し
て
推
進
す
る
た
め
１
８
９

２
年
５
月
、
鉄
道
敷
設
法
案
を
第
３
回
帝
国
議
会
に
提

出
し
た
。
同
法
案
は
翌
月
可
決
さ
れ
、
法
律
第
４
号
と

し
て
公
布
さ
れ
た
。
鉄
道
敷
設
法
は
、
12
年
計
画
、
工

費
６
０
０
０
万
円
で
完
成
さ
せ
る
、
緊
急
に
建
設
す
る

べ
き
予
定
路
線
を
明
示
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
琴
平

か
ら
高
知
を
経
て
須
崎
に
至
る
鉄
道
と
、
徳
島
か
ら
前

記
の
線
路
に
接
続
す
る
鉄
道
、
香
川
県
下
か
ら
今
治
を

経
て
松
山
に
至
る
鉄
道
が
含
ま
れ
て
い
た
。
東
京
経
済

学
協
会
が
、
１
８
９
１

(

明
治
24)

年
に
発
表
し
た
鉄

道
網
構
想
14
路
線
中
に
も
、
高
知
〜
徳
島
間

(

１
０
７

マ
イ
ル)

が
含
ま
れ
て
お
り
、
海
運
の
ほ
か
、
交
通
の

便
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
本
県
に
も
、
レ
ー
ル
が
伸

び
る
も
の
と
県
民
は
期
待
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
第
１
期
工
事
路
線
が
発
表
さ
れ
て
み
る
と
、

琴
平
〜
高
知
〜
須
崎
線
は
除
外
さ
れ
て
い
た
。
県
民
の
落

胆
は
大
き
か
っ
た
。
１
８
９
３
年
９
月
、
高
知
商
業
会
議

所
の
提
唱
に
よ
っ
て
土
佐
鉄
道
協
会
が
結
成
さ
れ
、
第
１

期
工
事
路
線
編
入
に
向
け
て
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。
線
路

選
定
公
示
の
追
下
文
に

｢

以
上
線
路
の
外
に
尚
敷
設
の
急

を
要
す
べ
し
と
認
む
る
も
の
あ
る
と
き
は
、
帝
国
議
会
の

協
賛
を
経
て
、
更
に
第
１
期
工
事
と
し
特
に
公
債
を
募
集

す
る
を
得｣

と
あ
る
の
に
望
み
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

協
会
で
は
、
県
技
師
戸
田
亥
名
蔵
に
、
同
路
線
の
実

地
調
査
を
依
頼
、｢

工
事
は
甫
喜
峰
、
猪
ノ
鼻
峠
を
除
き

て
は
他
は
皆
平
易｣

｢

工
事
費
は
概
算
４
４
０
万
円｣

と

の
報
告
を
得
た
上
で
１
８
９
３
年
11
月
、
役
員
２
名
を

上
京
さ
せ
、
同
路
線
が
軍
事
的
、
経
済
的
に
も
極
め
て

有
益
で
あ
る
と
強
調
、
第
１
期
工
事
へ
の
繰
り
上
げ
を

請
願
し
た
。
県
下
各
町
村
か
ら
の
繰
上
請
願
書
も
12
月

下
旬
ま
で
に
10
万
名
を
超
え
る
署
名
が
あ
り
、
請
願
運

動
の
発
展
が
予
想
さ
れ
た
が
、
翌
94
年
８
月
１
日
、
日

清
戦
争
が
始
ま
り
、
運
動
は
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

以
後
い
く
た
び
か
、
運
動
は
繰
り
か
え
さ
れ
た
が
実
現

す
る
に
至
ら
ず
、
日
本
人
初
の
鉄
道
体
験
者
・
ジ
ョ
ン

万
次
郎
の
古
里
土
佐
は
、
皮
肉
に
も
、
鉄
道
後
進
県
の

境
遇
に
長
い
間
、
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
土
佐
鉄
道
協
会
は
、
１
９
１
４

(

大
正
３)

年

４
月
の
総
会
で
改
組
さ
れ
四
国
鉄
道
期
成
同
盟
と
な
り
、

４
年
後
に
は
、
土
讃
本
線
の
う
ち
高
知
線

(

須
崎
〜
高

知
〜
土
佐
山
田)

の
着
工
の
日
を
迎
え
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

官
設
鉄
道
で
は
、
後
進
県
と
な
っ
た
高
知
県
で
は
あ
っ

た
が
、
い
ま
一
つ
の
時
代
の
先
端
を
ゆ
く
乗
り
物
・
電

車
の
登
場
は
早
く
、
１
９
０
４

(

明
治
37)

年
５
月
、

土
佐
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
よ
っ
て
、
本
町
線

(

堀
詰

〜
乗
出
間
１
・
２
㎞)

、
潮
江
線

(

梅
ノ
�
〜
桟
橋
５
丁

目
間
１
・
８
㎞)

で
営
業
運
転
が
始
め
ら
れ
た
。
世
界

で
初
め
て
電
車
が
走
っ
た
１
８
８
１
年
か
ら
23
年
後
、

日
本
で
90
年
、
初
め
て
、
東
京
で
開
か
れ
た
内
国
勧
業

博
覧
会
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
２
台
の
小
さ
な
電

車
が
走
っ
て
か
ら
14
年
後
、
さ
ら
に
京
都
電
気
鉄
道

(

の
ち
の
京
都
市
電)

に
よ
っ
て
95
年
、
初
め
て
営
業
運

転
が
始
め
ら
れ
て
か
ら
９
年
後
、
四
国
で
は
初
め
て
、

全
国
で
10
番
目
で
あ
っ
た
。

な
お
、
東
京
に
、
ち
ん
ち
ん
電
車
が
お
目
見
え
し
た

の
は
、
わ
ず
か
１
年
前
で
あ
り
、
横
浜
は
高
知
よ
り
２

カ
月
遅
か
っ
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

19
世
紀
は
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
が
盛
ん
に
な

り
始
め
た
時
代
で
あ
っ
た
。
電
車
登
場
に
先
立
ち
、

１
８
７
８

(

明
治
11)

年
３
月
25
日
、
日
本
で
初
め
て

�
エ
レ
キ
の
灯
�
が
、
東
京
・
工
部
大
学
校

(

現
東
京

大
学
工
学
部)

で
行
わ
れ
た
電
信
中
央
局
開
局
祝
賀
会

席
上
で
輝
い
た
。
並
列
の
グ
ロ
ー
ブ
電
池
50
個
を
電
源

に
し
た
ア
ー
ク
灯
は
、
し
ば
し
ば
焼
き
切
れ
た
が
、
白

昼
の
ま
ぶ
し
さ
を
放
ち
、
参
会
者
を
驚
か
せ
た
。
翌
79

年
に
は
、
エ
ジ
ソ
ン
に
よ
り
炭
素
電
球
が
発
明
さ
れ
、

改
良
が
進
む
に
つ
れ
、
世
界
各
地
で
電
気
・
電
灯
会
社

が
、
次
々
、
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

高
知
県
で
も
、
１
８
９
７
年
８
月
、
高
知
商
工
会
議

所
副
会
頭

(

の
ち
に
第
５
代
、
第
７
代
会
頭)

市
会
議

員
な
ど
の
要
職
に
あ
っ
た
川
崎
幾
三
郎
が
、
個
人
名
義

で
電
灯
供
給
事
業
の
許
可
を
受
け
た
。
同
志
数
人
と
電

灯
供
給
会
社
設
立
を
計
画
中
に
、
競
願
者
が
現
れ
た
の

で
、
と
り
あ
え
ず
個
人
名
義
で
出
願
し
て
い
た
も
の
で
、

翌
98
年
１
月
、
同
志
と
と
も
に
土
佐
電
灯
株
式
会
社
を

設
立
、
同
年
６
月
、
同
社
に
事
業
を
譲
渡
し
た
。
川
崎

は
、
高
知
市
本
町
〜
伊
野
町
坊
ケ
崎
間
の
軌
道
敷
設
の

特
許
も
受
け
て
お
り
、
そ
の
特
許
も
同
時
に
譲
渡
し
た
。

こ
れ
が
高
知
市
に
お
け
る
電
車
事
業
の
出
発
点
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
川
崎
ら
は
１
９
０
２
年
、
土
佐
電
気
鉄
道

株
式
会
社
を
設
立
、
土
佐
電
灯
を
改
称
し
た
土
佐
電
気

株
式
会
社
か
ら
、
軌
道
事
業
の
特
許
の
譲
渡
を
受
け
、

３
年
11
月
、
本
町
線
、
翌
４
年
潮
江
線
の
敷
設
に
着
工

し
て
い
た
。

�
�
 
!
"
#
$
%
&

当
初
、
伊
野
町
に
路
線
を
延
長
す
る
場
合
に
は
、
乗

出
以
西
は
道
路
拡
幅
が
困
難
と
み
て
単
線
で
標
準
軌
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(

１
４
３
５
㎜)

を
計
画
し
た
が
、
資
金
難
で
狭
軌

１
０
６
７
㎜
を
採
用
し
た
と
い
う
。
建
設
費
に
つ
い
て

は
、｢

土
佐
電
鉄
八
十
八
年
史｣

は

｢

社
団
法
人
鉄
道
同

志
会
発
行
の

『

地
方
鉄
道
軌
道
一
覧』｣

に
よ
る
と
本
町

線
の
建
設
予
算
は
５
万
２
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

５
万
円
と
い
う
金
は
い
ま
で
は
テ
レ
ビ
や
カ
メ
ラ
１
台

の
値
段
だ
が
、
明
治
37
年
度
の
県
予
算
は
総
額
60
万

８
０
０
０
余
円
、
う
ち
土
木
予
算
は
６
万
３
１
０
０
余

円
だ
か
ら
１
カ
年
間
の
土
木
費
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
金
額

で
あ
る
。
潮
江
線
の
建
設
予
算
は
不
明
だ
が
、
潮
江
橋

〜
梅
ノ
辻
〜
桟
橋
間
に
要
し
た
費
用
は
21
万
３
４
８
９

円
と
な
っ
て
い
る｣

と
述
べ
て
い
る
。

運
賃
は
１
区
２
銭
と
し
、
本
町
線
は
堀
詰
〜
警
察
前
、

警
察
前
〜
升
形

(

乗
出)

間
を
そ
れ
ぞ
れ
半
区

(

１
銭)

と
し
、
通
し
で
２
銭
。
潮
江
線
は
梅
ノ
辻
〜
中
堤
間
を

１
区
、
中
堤
〜
桟
橋
間
を
半
区
と
し
、
通
し
で
３
銭
と

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

土
佐
電
鉄
で
は
、
次
い
で
１
９
０
６

(

明
治
39)

年

４
月
、
堀
詰
〜
梅
ノ
辻
間
を
結
び
、
８
年
２
月
に
は
伊

野
線
、
10
年
５
月
後
免
線
、
11
年
８
月
新
地
線
を
開
通

さ
せ
た
。
ま
た
、
８
年
、
堀
詰
〜
下
知
間
を
複
線
化
し

た
の
を
は
じ
め
各
路
線
の
複
線
化
を
進
め
た
。

こ
の
ご
ろ
か
ら
、
県
下
産
業
界
で
は
電
力
不
足
が
深
刻

化
、
土
佐
電
鉄
も
電
車
運
行
の
た
め
、
電
力
自
給
体
制
を

確
立
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
み
て
、
発

電
給
電
事
業
の
拡
大
に
乗
り
出
し
１
９
２
２(

大
正
11)

年
８
月
、
社
名
を
土
佐
電
気
株
式
会
社
に
変
更
し
た
。

１
９
２
５

(

昭
和
元)

年
12
月
に
は
、
国
鉄
高
知
線

が
開
通
、
土
佐
電
気
で
は
、
こ
れ
に
対
応
、
28
年
３
月
、

高
知
駅
〜
播
磨
屋
橋
、
播
磨
屋
橋
〜
潮
江
橋
間
に
軌
道

を
新
設
、
高
知
駅
と
桟
橋
間
を
電
車
で
直
結
さ
せ
、
陸

海
の
連
絡
を
便
利
に
し
た
。

同
社
の
営
業
路
線
は
、
こ
れ
で
後
免
線

(

播
磨
屋
橋

〜
後
免)

10
・
９
㎞
、
新
地
線

(

下
知
〜
新
地)

０
・

５
㎞
、
駅
前
線

(

高
知
駅
〜
播
磨
屋
橋)

０
・
８
㎞
、

桟
橋
線

(

播
磨
屋
橋
〜
桟
橋
間)

２
・
４
㎞
、
伊
野
線

(

播
磨
屋
橋
〜
伊
野)

11
・
２
㎞
と
な
っ
た
。

土
佐
電
鉄
は
路
線
延
長
、
複
線
化
に
当
た
っ
て
、
寄

付
を
し
て
行
政
の
力
を
借
り
た
り
自
前
で
各
種
の
土
木

工
事
を
行
っ
た
。
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
伊
野
線
で

は
、
鏡
川
鉄
橋
、
咥
内
坂
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
、
乗
出
〜

５
丁
目
間
の
道
路
拡
幅
、
桟
橋
線
で
は
、
桟
橋
、
潮
江

橋
架
設
、
後
免
線
で
は
�
島
橋
の
架
設
と
堀
詰
〜
下
知

間
の
道
路
拡
幅
、
駅
前
線
で
は
駅
前
〜
播
磨
屋
橋
間
の

道
路
新
設
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
駅
前
線
に
つ
い
て

｢

土
佐
電
鉄
八
十
八

年
史｣

は
次
の
通
り
述
べ
て
い
る
。

駅
前
線
敷
設
に
当
た
っ
て
は
、
県
、
市
と
交
渉
の
結

果
、
15
万
４
５
５
１
円
を
県
へ
寄
付
、
新
道
路
を
建
設
、

軌
道
を
敷
設
し
た
。
軌
道
は
将
来
、
電
気
機
関
車
で
国

鉄
貨
車
を
連
結
運
転
し
、
臨
港
鉄
道
代
用
線
と
す
る
こ

と
と
な
り
、
貨
車
連
結
運
転
を
考
慮
に
入
れ
、
高
知
橋

や
播
磨
屋
橋
、
潮
江
橋
は
、
そ
れ
に
耐
え
得
る
よ
う
強

度
を
持
た
せ
、
道
路
幅
は
平
均
18
ｍ
と
し
両
側
に
歩
道

を
新
設
し
た
。
１
９
２
７

(

昭
和
２)

年
春
、
総
工
費

約
72
万
円
で
着
工
、
道
路
工
事
は
同
年
秋
完
工
、
軌
道

敷
設
は
工
事
費
約
50
万
円
で
翌
28
年
７
月
完
了
し
た
。

こ
の
工
事
で
は
、
中
央
播
磨
屋
橋
交
差
点
に
、
東
西
南

北
、
ど
の
方
向
へ
も
電
車
が
運
行
出
来
る
よ
う
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
・
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
を
建
設
、
�
東
洋
一
の
十
字

路
�
と
し
て
話
題
を
に
ぎ
わ
し
た
。
ま
た
、
小
さ
な
粗

末
な
木
橋
だ
っ
た
播
磨
屋
橋
が
架
け
替
え
ら
れ
た
。

�

�
�
�
�
�
�

土
佐
電
気
で
は
、
１
９
３
１
年
８
月
か
ら
は
バ
ス
事

業
も
始
め
、
明
治
の
設
立
以
来
、
県
都
・
高
知
市
を
中

心
に
し
た
公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果

た
し
続
け
た
。
と
こ
ろ
が
太
平
洋
戦
争
下
の
政
府
に
よ

る
企
業
統
合
で
、
電
車
バ
ス
部
門
を
土
佐
交
通
に
、
発

電
配
電
部
門
を
四
国
配
電
に
現
物
出
資
さ
せ
ら
れ
、
名

ば
か
り
の
会
社
と
な
っ
た
。
社
名
も
合
同
興
業
、
次
い

で
南
海
鍛
圧
機
に
変
更
し
て
戦
後
を
迎
え
、
48
年
４
月
、

さ
き
に
電
車
バ
ス
部
門
を
現
物
出
資
し
た
土
佐
交
通
と

合
併
、
由
緒
あ
る
旧
社
名

｢

土
佐
電
気
鉄
道｣

を
復
活

さ
せ
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
戦
災
と
南
海
地
震
に
よ
っ
て
、
土
佐

交
通
時
代
に
電
車
バ
ス
部
門
の
諸
施
設
は
壊
滅
的
打
撃

を
受
け
て
い
た
が
、
新
地
線
を
廃
線
に
し
た
ほ
か
は
、

惨
禍
を
克
服
、
市
民
の
足
を
確
保
し
た
。

１
９
４
８
年
11
月
に
は
、
安
芸
線
の
電
化
工
事
に
着

手
、
49
年
７
月
完
工
し
た
。
運
行
回
数
は
大
幅
に
増
え
、

所
要
時
間
１
時
間
40
分
が
50
分
に
短
縮
さ
れ
た
。

電
化
に
よ
り
、
乗
客
数
は
上
昇
を
た
ど
っ
た
が
、
や

が
て
マ
イ
カ
ー
普
及
、
過
疎
化
な
ど
で
63
年
の
３
２
０

万
人
を
ピ
ー
ク
に
下
降
し
始
め
、
66
年
に
は
２
８
９
万

人
、
71
年
に
は
１
６
４
万
人
に
減
っ
た
。
こ
の
た
め
、

同
社
で
は
、
74
年
３
月
、
営
業
廃
止
の
認
可
を
得
て
、

月
末
ま
で

｢

さ
よ
な
ら
電
車｣

を
運
行
、
１
９
２
４
年

以
来
半
世
紀
近
く
県
民
に
利
用
さ
れ
て
き
た
私
営
鉄
道

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。
な
お
、
全
体
用
地
の
う
ち
、

38
・
７
％

(

11
万
４
３
０
０
㎡)

は
、
国
に
約
15
億
４

７
０
０
万
円
で
、
買
い
上
げ
て
も
ら
い
、
ほ
と
ん
ど
を

借
入
金
の
返
済
に
充
当
し
た
。

高知県で初めて走った電車
(｢土佐電鉄88年史｣ から)
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安
芸
線
以
外
の
電
車
、
バ
ス
路
線
も
、
次
第
に
利
用

客
が
減
り
、
特
に
１
９
６
５
年
後
半
に
な
る
と
大
き
く

落
ち
込
ん
だ
。
同
社
で
は
、
電
車
、
バ
ス
を
�
走
る
広

告
塔
�
に
し
た
り
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
制
を
採
用
す
る
な

ど
、
公
共
の
足
の
維
持
に
経
営
努
力
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
外
国
製
電
車
を
輸
入
し
運
行
し
た
り
、
ち
ん
ち

ん
電
車
を
復
活
さ
せ
る
な
ど
、
懐
か
し
い
路
面
電
車
の

走
る
街
を
演
出
、
観
光
客
誘
致
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

な
お
、
記
述
を
戦
後
に
ま
で
及
ぼ
し
た
が
、
戦
後
に

は
、
新
た
な
路
線
建
設
が
見
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。

こ
こ
で
話
を
戦
前
に
も
ど
そ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



１
９
１
１

(

明
治
44)

年
８
月
、
土
佐
電
鉄
新
地
線

が
開
通
し
た
後
も
、
本
県
の
国
鉄
建
設
運
動
は
一
向
に

日
の
目
を
見
な
か
っ
た
が
、
７
年
後
の
18
年
４
月
、
や
っ

と
土
讃
本
線
の
う
ち
の
高
知
線
建
設
が
始
ま
っ
た
。
ま

た
２
年
後
の
１
月
に
は
、
高
知
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立

さ
れ
、
同
年
12
月
、
第
１
期
工
事
の
後
免
〜
手
結
間
の

起
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
国
鉄
線
か
ら
述
べ
て
い
く
の

が
順
序
だ
が
、
高
知
鉄
道
は
、
前
述
の
通
り
、
い
わ
ば

現
土
佐
電
鉄
の
歴
史
の
一
部
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
国

鉄
線
は
、
し
ば
ら
く
置
く
こ
と
に
し
高
知
鉄
道
設
立
の

経
緯
か
ら
述
べ
て
い
く
。

国
鉄
高
知
線
工
事
の
進
展
に
伴
っ
て
、
県
下
で
は
、

土
佐
電
鉄
の
東
の
終
点
・
後
免
以
東
へ
の
鉄
道
建
設
を

求
め
る
声
が
高
ま
り
、
１
９
２
０

(

大
正
９)

年
１
月
、

後
免
〜
安
芸
間
を
鉄
道
で
結
ぼ
う
と
高
知
鉄
道
株
式
会

社
が
設
立
さ
れ
た
。

同
社
は
、
設
立
直
後
に
第
１
次
世
界
大
戦
景
気
の
後

退
期
に
遭
遇
、
着
工
が
遅
れ
た
が
、
20
年
12
月
、
物
部

河
原
で
起
工
式
を
挙
行
、
第
１
期
工
事
・
後
免
〜
手
結

間
11
・
８
㎞
の
建
設
に
着
手
、
株
式
会
社
藤
永
田
造
船

所
の
て
こ
入
れ
を
受
け
て
、
24
年
12
月
完
工
、
８
日
か

ら
営
業
運
転
を
始
め
た
。
建
設
費
は
約
１
２
０
万
円
だ
っ

た
。
国
鉄
高
知
線
須
崎
〜
高
知
間
が
開
通
し
て
か
ら
23

日
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

運
行
列
車
は
、
20
ｔ
の
小
型
蒸
気
機
関
車
と
客
車
４

両
の
編
成
で
、
１
日
11
往
復

(

夏
場
は
不
定
期
で
１
便

増
便)

運
転
し
た
。
速
度
は
平
均
23
㎞
、
所
要
時
間
は

約
30
分
で
、
運
賃
は
大
人
片
道
38
銭

(

通
行
税
１
銭
を

含
む)

で
あ
っ
た
。
駅
は
後
免
〜
立
田
〜
野
市
〜
赤
岡

〜
岸
本
〜
手
結
の
６
駅
で
あ
っ
た
。

20
日
ほ
ど
前
に
は
、
国
鉄
須
崎
〜
高
知
間
が
開
通
し
て

お
り
、
県
中
央
部
と
の
交
通
の
便
は
格
段
に
改
善
さ
れ
た
。

｢

土
佐
電
鉄
75
年
の
歩
み｣

に
よ
れ
ば

｢
鉄
道
線
開

通
前
は
赤
岡
本
町
に
馬
車
会
社
が
あ
っ
て

東
西
か
ら

来
た
乗
合
馬
車
の
乗
換
場
所
に
な
っ
て
い
た

馬
車
は

10
人
乗
位
で
座
席
が
木
で
固
い
上
に
非
常
に
揺
れ
が
ひ

ど
か
っ
た
と
い
う｣

状
態
だ
っ
た
。

１
９
２
５

(

大
正
14)

年
２
月
に
は
、
電
車
軌
道
が

後
免
駅
へ
延
長
さ
れ
た
。
開
業
当
時
、
電
車
の
終
点

｢

後
免
東
町｣

と
高
知
鉄
道
の

｢

後
免
駅｣

と
の
間
は
、

徒
歩
連
絡
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
同
年
12
月
、
国
鉄
高
知
〜
土
佐
山
田
間
が

開
業
、
５
カ
月
後
の
26
年
４
月
、
高
知
鉄
道

｢

後
免
駅｣

と
国
鉄

｢

後
免
駅｣

間
０
・
９
㎞
が
鉄
道
で
結
ば
れ
、

高
知
鉄
道
と
国
鉄
線
の
接
続
が
実
現
し
た
。
こ
の
時
、

そ
れ
ま
で
高
知
鉄
道
が
使
っ
て
い
た

｢

後
免
駅｣

と
い

う
名
称
は
国
鉄
の
駅
名
に
な
り
、
高
知
鉄
道
の

｢

後
免

駅｣

は

｢

後
免
町
駅｣

と
改
め
ら
れ
た
。(

注
＝
後
免
駅

延
長
に
よ
り
同
駅
と
手
結
間
は
12
・
７
㎞
と
な
っ
た)

。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

物
珍
し
さ
も
手
伝
っ
て
客
足
は
好
調
。
１
９
２
６
年

末
ま
で
の
営
業
日
数
24
日
間
の
旅
客
は
２
万
５
５
６
２

人
に
達
し
、
５
７
５
円
も
の
利
益
を
挙
げ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
営
業
成
績
は
好
調
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
こ

の
た
め
予
定
し
て
い
た
第
２
期
工
事
手
結
〜
安
芸
間
14
・

１
㎞
の
建
設
は
、
資
金
難
で
着
工
で
き
ず
、
宇
田
耕
一

土
佐
電
鉄
社
長
と
並
ぶ
県
下
交
通
運
輸
業
界
の
第
一
人

者
・
野
村
自
動
車
社
長
の
野
村
茂
久
馬
に
出
馬
を
求
め

た
。野

村
自
動
車
社
内
に
は
、｢

安
芸
線
が
開
通
す
れ
ば
、

わ
が
社
の
東
部
バ
ス
路
線
と
競
合
す
る
。
出
身
地
の
た

め
と
は
い
え
、
不
況
時
に
巨
額
の
借
金
を
し
て
ま
で
引

き
受
け
る
必
要
は
な
い｣

と
の
声
も
あ
っ
た
が
、
野
村

は

｢

安
芸
線
は
、
将
来
四
国
循
環
海
岸
鉄
道
の
一
部
と

な
る
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
営
利
を
離
れ
、
社
会
奉
仕

事
業
と
し
て
敢
然
立
っ
て
こ
の
困
難
な
事
業
を
引
き
受

け
る｣

と
説
得
、
経
営
を
引
き
受
け
た
と
い
う
。

(

次
号
に
続
く)

｢

高
知
縣
土
木
史｣

(

１
９
９
８
年

社
団
法
人
高
知
県
建
設
業
協
会
発
行)

よ
り
引
用

物部川鉄橋を渡る高知鉄道の列車 (｢土佐電鉄88年史｣から)
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１
８
５
７

(

安
政
４)

年
に
高
知
城
下
永
国
寺
町
に
、
山
内
藩
士
仙
石
弥
次
馬
の
二
男
と
し

て
生
ま
れ
る
。

致
道
館
で
学
ん
だ
後
、
吸
江
学
校
で
英
学
を
修
め
、
16
歳
の
時
上
京
し
、
後
藤
象
二
郎
の
書

生
を
し
な
が
ら
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
土
木
工
学
科
に
学
び
、
１
８
７
８
年
に
同
科
の
第
１
回

卒
業
生
と
な
る
。

卒
業
後
は
東
京
府
庁
に
入
り
土
木
課
測
量
係
と
し
て
技
術
者
の
道
を
歩
み
始
め
る
。
１
８
８

１

(

明
治
14)

年
に
日
本
鉄
道
株
式
会
社
の
設
立
事
務
に
従
事
、
１
８
８
４
年
に
工
部
省
御
用

掛
か
ら
鉄
道
局
に
転
じ
、
日
本
鉄
道
会
社
の
東
北
線
建
設
工
事
を
担
当
し
、
間
猛
馬
、
楠
目
成

長
、
菅
原
恒
覧
な
ど
の
後
進
を
育
て
た
。
１
８
８
６
年
に
甲
武
鉄
道

(

中
央
線)

工
事
を
担
当

し
た
直
後
、
１
年
半
に
わ
た
り
欧
米
の
鉄
道
事
情
を
視
察
。

こ
の
と
き
ド
イ
ツ
の
ハ
ル
ツ
鉄
道
で
60
・
６
‰
勾
配
区
間
の
ア
プ
ト
式
鉄
道

(

歯
形
の
レ
ー

ル
と
機
関
車
の
歯
車
を
か
み
あ
わ
せ
て
走
行
す
る
方
式)

を
視
察
、
こ
の
方
式
が
上
越
線
の

横
川
〜
軽
井
沢
間

(

延
長
11
㎞
余
、
66
・
７
‰
の
勾
配)

で
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
１
９
６
３

年

(

昭
和
38)

年
10
月
新
線
が
で
き
る
ま
で
日
本
唯
一
の
ア
プ
ト
式
鉄
道
の
幹
線
で
あ
っ
た
。

１
８
９
１
年
に
工
学
博
士
、
１
８
９
４
〜
１
８
９
５
年
の
日
清
戦
争
時
に
は
、
陸
軍
省
御
用
掛

と
し
て
鉄
道
敷
設
計
画
の
た
め
に
朝
鮮
各
地
を
踏
査
測
量
し
て
将
来
の
京
仁
線

(

旧
京
城
〜
仁

川)

、
京
釜
線

(

旧
京
城
〜
釜
山)

建
設
の
基
礎
を
固
め
た
。
戦
功
に
よ
り
勲
四
等
を
受
け
る
。

こ
の
こ
ろ
大
問
題
と
な
っ
た
鉄
道
の

｢

広
軌
・
狭
軌
論｣

で
は
広
軌
論
の
代
表
格
と
な
っ
て
、

狭
軌
論
の
親
友
、
南
清
と
論
争
し
た
。

１
８
９
６
年
に
逓
信
省
技
監
、
鉄
道
局
運
輸
課
長
心
得
等
に
な
っ
た
が
、
１
８
９
７
年
三
菱
の
豊

川
良
平(

安
芸
市
出
身)

の
請
い
に
応
じ
て
官
を
辞
し
、
三
菱
筑
豊
鉄
道
株
式
会
社
専
務
取
締
役
社

長
に
就
任
、
次
い
で
１
８
９
８
に
各
社
を
併
合
し
た
九
州
鉄
道
株
式
会
社
専
務
取
締
役
社
長
と
な
っ

た
。
１
９
０
４
〜
１
９
０
５
年
の
日
露
戦
争
で
は
功
に
よ
り
勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
け
る
。

１
９
０
６
年
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
設
立
委
員
を
務
め
、
鉄
道
国
有
化
を
推
進
し
て
、
そ
の

実
現
の
後
、
九
州
鉄
道
を
辞
し
、
１
９
０
８
年
に
高
知
県
か
ら
衆
議
院
議
員
に
立
候
補
し
て
当

選
。
以
来
３
回
当
選
し
、
晩
年
に
は
貴
族
院
議
員
に
勅
選
さ
れ
た
。
１
９
１
１
年
豊
川
良
平
、

白
石
直
治
ら
と
猪
苗
代
水
力
電
気
株
式
会
社
を
創
立
し
て
社
長
と
な
る
。

１
９
１
４(

大
正
３)

年
鉄
道
院
総
裁
と
な
る
。
こ
の
と
き
７
年
の
歳
月
を
要
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
式
鉄
骨
造
り
煉
瓦
積
み
の
荘
重
な
東
京
駅(

現
在
も
丸
ノ
内
側
に
残
っ
て
い
る)

が
開
業
、
同
時

に
東
京
〜
横
浜
間
の
電
車
運
転
も
開
始
さ
れ
た
。
ま
た
高
知
県
関
係
で
は｢

須
崎
よ
り
高
知
を
経
て
、

土
佐
山
田
に
至
る
34
マ
イ
ル
の
鉄
道
敷
設
の
件｣

を
国
会
に
提
出
し
通
過
さ
せ
た
。
１
９
２
４
年
に

は
、
加
藤
高
明
内
閣
の
鉄
道
大
臣
と
し
て
鉄
道
界
の
ト
ッ
プ
の
座
に
就
き
、
鉄
道
行
政
を
技
術
者
感

覚
に
よ
り
近
代
化
の
方
向
に
推
進
し
た
。
１
９
２
１
年
に
土
木
学
会
第
７
代
会
長
と
な
る
。

１
９
２
９
年
８
月
浜
口
雄
幸
が
政
権
に
就
く
と
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
総
裁
の
難
役
を
引

き
受
け
て
、
大
規
模
整
理
を
断
行
し
た
。

鉄
道
の
功
労
者
、
政
治
家
で
あ
っ
た
仙
石
は
、
若
い
時
か
ら
豪
傑
と
い
わ
れ
た
半
面
、
極
め

て
科
学
的
で
緻
密
な
頭
脳
の
勉
強
家
で
あ
り
、
ま
た
事
業
に
当
た
っ
て
は
議
論
を
尽
く
し
て
慎

重
を
期
す
る
が
、
い
っ
た
ん
決
め
た
こ
と
は
断
固
実
行
し
た
の
で
、
地
道
で
信
頼
さ
れ
る
実
業

家
と
見
な
さ
れ
た
。
後
輩
や
見
込
ん
だ
人
物
に
対
し
て
は
よ
く
面
倒
を
見
る
親
切
さ
で
も
知
ら

れ
、
高
知
県
出
身
者
や
後
輩
技
術
者
は
、
み
な
慈
父
の
よ
う
に
慕
っ
た
と
い
う
。
政
界
で
も
、

策
を
弄
さ
ず
率
直
に
意
見
を
言
い
、
陽
気
で
明
る
い
独
特
の
存
在
で
、
実
業
家
で
あ
り
な
が
ら
、

全
く
私
利
私
欲
が
な
く
、
収
入
や
財
産
を
惜
し
み
な
く
政
治
と
人
の
世
話
に
費
や
し
た
た
め
、

死
後
に
私
財
を
残
さ
な
か
っ
た
。

技
術
、
学
問
、
実
業
、
政
治
の
各
分
野
で
縦
横
に
活
躍
し
、
一
種
の
合
理
主
義
を
貫
き
多
く

の
人
材
を
育
成
し
て
、
日
本
の
近
代
化
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

１
９
３
１

(

昭
和
６)

年
10
月
30
日
神
奈
川
県
片
瀬
の
自
邸
で
死
去
。
74
歳
。
従
三
位
勲
一

等
旭
日
大
綬
章
を
授
与
さ
れ
た
。

｢
高
知
縣
土
木
史｣

(
１
９
９
８
年

社
団
法
人
高
知
県
建
設
業
協
会
発
行)

よ
り
引
用
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戦
後
70
年
、
国
土
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
の
歩
み
は
戦
災
復

興
、
衣
食
住
の
確
保
か
ら
、
や

や
生
活
に
ゆ
と
り
を
生
む
高
度

成
長
期
を
通
過
し
て
、
今
日
の

生
活
重
視
の
時
代
を
迎
え
た
。

そ
の
間
、
右
肩
上
が
り
か
ら
バ

ブ
ル
崩
壊
へ
と
常
に
経
済
・
社

会
の
変
化
と
背
中
合
わ
せ
で
進

ん
で
き
た
。

日
本
列
島
の
豊
か
な
自
然
は
、

災
害
に
対
す
る
脆
弱
性
を
兼
ね

備
え
、
建
設
に
よ
る
ハ
ー
ド
対

策
か
ら
共
生
社
会
の
ソ
フ
ト
面

の
変
革
が
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

こ
れ
か
ら
の
国
土
や
地
域
づ

く
り
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
は
、

国
土
や
地
域
で
安
心
し
て
安
全

に
過
ご
せ
る
国
土
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
の
自
然
災
害
へ
の
対

処
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
問
題
と
し
て
は
、

中
山
間
地
域
の
過
疎
対
策
、
中
心

市
街
地
の
空
洞
化
対
策
、
沿
岸
域

の
津
波
防
災
対
策
な
ど
で
あ
り
、

見
方
を
変
え
れ
ば
、
人
口
減
少
時

代
に
お
け
る
環
境
・
景
観
・
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
問
題
へ
の
関

わ
り
方
で
も
あ
る
。
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い
ト
ン
ネ
ル
内
の
デ
フ
レ

の
中
か
ら
も
ぼ
ん
や
り
と
し
た

出
口
が
見
え
は
じ
め
た
。

２
０
１
４
年
10
〜
12
月
期
の

国
内
総
生
産

(

Ｇ
Ｄ
Ｐ)

速
報

値
が
前
期
比
０
・
６
％
増
と
な

り
、
３
四
半
期
ぶ
り
に
プ
ラ
ス

に
転
じ
た
。

終
戦
後
か
ら
今
日
に
至
る
、

わ
が
国
の
社
会
経
済
状
況
の
概

略
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
に

す
る
。

敗
戦
直
後
の
混
乱
期
は
、
大

型
台
風
や
集
中
豪
雨
、
さ
ら
に

地
震
が
相
次
ぎ
、
国
土
は
極
度

に
疲
弊
し
、
衣
食
住
に
も
困
窮

し
て
い
た
。

し
か
し
、
朝
鮮
戦
争
の
特
需

を
き
っ
か
け
に
、
１
９
５
５
年

ご
ろ
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
を

迎
え
た
。

そ
の
過
程
で
は
、
雇
用
の
少

な
い
地
方
か
ら
大
都
市
へ
多
数

の
若
者
た
ち
が
流
入
し
、
増
え

す
ぎ
た
人
口
を
分
散
さ
せ
、
地

域
間
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指

す

｢

全
国
総
合
開
発
計
画｣

が

１
９
６
２
年
に
策
定
さ
れ
た
。

経
済
が
右
肩
上
が
り
の
時
代

で
あ
っ
た
第
四
次
全
国
総
合
開

発
計
画
策
定
期

(

１
９
８
７
年)

ま
で
多
極
分
散
型
国
土
の
構
築

を
目
指
し
た
基
盤
整
備
が
進
め

ら
れ
た
。

し
か
し
、
戦
後
一
貫
し
て
開

発
に
よ
る
量
的
拡
大
を
図
る
経

済
発
展
を
優
先
し
て
き
た
た
め
、

全
総
の
本
来
の
目
的
で
あ
る
地

域
間
の
所
得
格
差
は
抜
本
的
な

解
消
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。第

五
次
か
ら
全
総
と
せ
ず
、

｢

21
世
紀
の
国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン｣

と
呼
ん
で
い
る
。
第

六
次
か
ら
の
全
総
は
根
拠
法
の

改
正
に
基
づ
き
、｢

国
土
形
成
計

画｣
(

２
０
０
５
年)

と
し
て
、

新
し
い
国
土
像
の
理
念
に
そ
う

も
の
と
な
っ
て
き
た
。

わ
が
国
は
、
高
度
経
済
成
長

が
終
わ
る
ま
で
円
安
進
行
で
経

済
の
成
長
を
遂
げ
て
い
た
が
、

ア
メ
リ
カ
経
済
の
立
て
直
し
に

協
力
す
る
た
め
１
９
８
５
年
の

｢

プ
ラ
ザ
合
意｣

に
同
調
し
た
。

そ
の
後
は
、
急
激
な
円
高
に
見

舞
わ
れ
、
行
き
場
を
失
っ
た
貨

幣
は
、
投
資
価
値
の
あ
り
そ
う

な
土
地
や
株
な
ど
に
向
か
い
、

バ
ブ
ル
経
済
が
発
生
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
バ
ブ
ル
期
は
、
お

よ
そ
１
９
８
８
〜
１
９
９
２
年

で
、
そ
の
ピ
ー
ク
は
１
９
９
０

年
頃
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
期

か
ら
国
内
の
雇
用
が
減
り
、
企

業
は
海
外
へ
シ
フ
ト
す
る
よ
う

に
な
り
、
１
９
９
８
年
頃
か
ら

本
格
デ
フ
レ
に
突
入
し
た
。

１
９
９
０
年
バ
ブ
ル
崩
壊
の
頃

か
ら
経
済
の
進
展
が
な
く

｢

失

わ
れ
た
20
年｣
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
深
刻
な
デ
フ
レ
社
会
に
な

る
。
そ
の
上
に
２
０
０
８
年
の

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
の
し

か
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し

て
２
０
１
２
年
末
か
ら
２
度
目

の
安
倍
晋
三
政
権
が
登
場
し
た
。
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米
証
券
大
手
リ
ー
マ
ン
・
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
の
経
営
破
綻
か
ら
、

予
期
し
な
か
っ
た
金
融
危
機
に

発
展
し
、
マ
ネ
ー
の
収
縮
が
世

界
中
に
拡
散
し
て
い
っ
た
。
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
引
き
金
は

ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー

ン
に
よ
る
住
宅
バ
ブ
ル
の
崩
壊

で
あ
っ
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
日
本
経

済
の
再
生
を
図
ろ
う
と
す
る
安

倍
政
権
の
経
済
政
策
で
あ
る
。

わ
が
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

(

国
内
総
生

産)

が
落
ち
込
ん
だ
最
大
の
原

因
は
、
消
費
の
回
復
が
大
き
く

遅
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
長

引
く
デ
フ
レ
の
原
因
は
、
物
価

の
下
落
に
よ
り
企
業
収
益
が
圧

迫
さ
れ
、
企
業
は
経
費
を
節
約

し
、
需
要
不
足
を
補
い
現
状
を

維
持
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る

が
、
さ
ら
な
る
企
業
収
益
が
圧

迫
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
家

計
の
所
得
の
減
少

(

購
買
力
の

低
下)

は
、
こ
う
し
た
一
連
の

悪
循
環
に
よ
り
デ
フ
レ
ス
パ
イ

ラ
ル
の
情
況
を
現
す
よ
う
に
な
っ

た
。こ

の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切

る
た
め
、
安
倍
政
権
の
政
策
で

あ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

｢

三
本

の
矢｣

と
い
う
大
鉈
が
振
る
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
初
の
１
本
の
矢
は
、｢

大
規

模
な
金
融
緩
和｣

で
あ
る
。
こ

の
政
策
に
よ
り
円
安
が
進
み
、

輸
出
産
業
を
中
心
に
企
業
業
績

が
回
復
し
つ
つ
あ
る
。

３
本
の
矢
の
２
本
目
の
矢
は

｢

機
動
的
な
財
政
出
動｣

で
あ
る
。

こ
の
矢
は
即
効
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
公
共
事
業
等
に
資
金

を
注
ぎ
込
ん
で
い
る
が
、
人
手

不
足
や
資
材
高
騰
な
ど
で
、
事

業
効
果
に
も
疑
問
が
出
て
き
て

い
る
。
し
か
し
止
め
て
は
い
け

な
い
防
災
や
交
通
イ
ン
フ
ラ
の

更
新
整
備
な
ど
将
来
的
な
活
力

に
欠
か
せ
な
い
も
の
ば
か
り
で

あ
る
。

３
本
の
矢
の
３
本
目
は
、｢

民

間
投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略｣

で
あ
る
。
こ
の
矢
は
、
こ
れ
ま

で
ど
の
政
権
も
で
き
な
か
っ
た
、

大
胆
な
規
制
緩
和
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
。
特
区
で
経
済
再
生

を
主
導
す
る
人
材
を
育
て
、
こ

れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た

｢

岩
盤

規
制
を
打
破
す
る
力｣

と
な
る

よ
う
な
意
気
込
み
を
見
せ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
戦
略
に
必

要
な
企
業
投
資
の
十
分
な
姿
が

見
え
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
先
行

き
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
の
が

実
態
で
あ
る
。
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今
年
は
戦
後
70
年
に
当
た
る
。

戦
後
の
復
興
期
に
生
ま
れ
た

１
９
４
７
〜
１
９
４
９
年
の
間

に
出
生
し
た
世
代
が

｢

団
塊
の

世
代｣

に
当
た
り
、
今
年

(

２
０
１
５
年)

に
は
66
〜
68
歳

と
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
全
員

が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
の
総
人
口
は
２
０
０
８

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て

い
る
。
国
の
活
力
を
保
つ
た
め

に
は
、
少
子
高
齢
化
す
る
人
口

の
流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
少

子
化
対
策
に
限
ら
れ
た
財
源
を

振
り
向
け
る
よ
う
に
し
、
同
時

に
医
療
・
介
護
の
公
的
支
出
の

効
率
化
を
図
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
活
力
の
源

泉
は
雇
用
の
充
実
で
あ
り
、
ま

ず
働
く
人
を
確
保
し
、
15
〜
65

歳
の
生
産
年
齢
人
口
を
雇
用
し
、

そ
の
上
で
高
齢
者
や
女
性
が
働

き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。
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６月５日 (金) に高知県建設会館 定時総会､ 当協会土木部 定時

総会､ 当協会 定時総会を開催し､ 各議案が満場一致で承認されました｡
議題は次の通りです｡
①平成26年度事業報告及び収支決算承認の件
②新しいシンボルマーク承認の件

������� �!"#$
６月10日 (水) に高知県奥谷土木部長､ 川村副部長､ 平田副部長他幹部職員と正副会長との間で建設業における

最近の諸情勢等について意見交換を行いました｡ 意見交換協議テーマは以下のとおりです｡

【意見交換協議テーマ】
１. 工事情報共有システムの導入について
２. 災害用 (ＧＰＳ) 情報共有システムの普及拡大について
３. 暴力団・民事介入暴力・特定市民の工事妨害の対策
４. 品確法について

�%&'()*+,-.
４月23日に ｢第１回 新入若手社員向け研修会｣ を開催し､ 会員各社より50名の方々に参加いただきました｡
当日は玉木労務委員長より､ 新入若手社員へ､ 今後の期待を込めてエールを送る挨拶があった後､ 各研修を行い

ました｡
｢社会人基礎研修｣ では､ 高知工業高校で教鞭を取る山岡稔幸氏が講師となり､ 建設現場で働く社会人として､

地域や社会､ そして企業に貢献できる人間として成長するための心構えや考え方等について研修しました｡
｢建設業で働くための基礎研修｣ では､ 日本コンサルタントグループの丸谷正氏に講師を務めていただき､ 建設

業界の構造や仕事の流れ､ また各職種 (営業・積算・設計・工事) における役割などについて､ ゲーム等を交えて
研修しました｡
研修会は３回シリーズで開催しており､ 第２回を７月17日､ 第３回を９月４日に予定しております｡
当協会では､ 若年層従事者の離職率低減のために､ 受講者同士の交流を図り､ 同年代の相談できる仲間づくり等

も念頭に研修会を実施しております｡ ３回全ての受講を原則としておりますが､ １回のみの参加も可能です｡ 若手
社員が在籍される会員企業の皆様のご参加をお待ちしております｡

�/012345 �!"#$
６月22日 (月) に石橋局長をはじめ整備局幹部並びに高知県関係の出先事務所長､ また､ 高知県土木部から奥谷

部長をはじめとする幹部の方々ご出席のもと､ 当協会役員 (平成26年度直轄工事施工業者) との間で意見交換会を
開催しました｡
会議では建設業協会側からの要望事項について国土交通省四国地方整備局から回答がありました｡

【要望事項】
１. 公共事業におけるコンプライアンス確立に向け､ 県内すべての発注者で ｢透明性｣ ｢公正性｣ ｢競争性｣ を基本
理念とした公共調達制度を確立するとともに､ 暴力団等反社会的勢力の排除を徹底すること｡
２. 災害に強く､ 活気に�れた地域社会の創造に向け､ 本県において ｢国土のグランドデザイン2050｣ の理念を実
現すること｡ そのための､ 長期的計画に基づく安定した公共事業予算が確保・執行されること｡
３. 本県のインフラ整備と地域防災を担うマンパワーを確保するため､ 改正 ｢品質確保促進法｣ をはじめとする
｢担い手三法｣ の理念実現と､ 市町村に対し ｢発注者の運用指針｣ を厳守させること｡
４. 地域経済・雇用を支え､ 地域を熟知し､ 大規模災害にもすぐに対応できる地元優良建設業者が､ 安定した経営
を続けられる環境を整えること｡

�������



�������	
������

������������	
�� NEWS TOPICS 

役 職 氏 名

常務理事兼事務局長 川上 勲夫

防災・防犯特別対策室事務局 柿本 尚也

書 記 徳久 和人

���������
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高知県主催による ｢高知暮らしフェア｣ が５月17日に東京､ ６月６日に大阪で開催されました｡

フェアでは､ 県内各市町村や就業関連ブースでの個別相談会と､ セミナー形式による全体説明会が実施され､ 高

知暮らしに関心を持つ方など200名以上 (２会場合計) が来場しました｡

当協会は建設業の就職相談ブースを出展し､ 会員企業の求人情報の紹介や入職促進関係のパンフレット等で建設

業への入職をＰＲした他､ セミナーでは､ 実際に移住した当協会職員の経験談を紹介しました｡

当協会の次回参加は､ ８月15日の帰省者向けフェア (詳細21ページ) を予定しています｡

��	+,-./01234567895:;<=�>?

この度､ 日本防災士機構が定めた防災士として当協会事務局から２名が登録されました｡

現在､ 当協会事務局で登録された防災士 (計３名) 以下の通りです｡

※防災士とは､ 特定非営利活動法人日本防災士機構による民間資格｡ 機構が定めたカリキュラムを防災士教本に

よる自宅学習と会場研修講座の受講で履修し､ 履修証明を得て資格取得試験に合格し､ 公的機関が主催する

｢救急法等講習｣ 等を受け､ その修了証または認定証を取得した者に認定される｡

��	+3�@ABC&D&�EFGH>�=�>?

当協会はこれまで社会貢献活動の一環として､ 献血活動を行ってきましたが､ この度､ 『献血サポーター』 に参

加することになりました｡

より一層､ 献血活動に協力していきたいと思います｡

※献血サポーターとは､ 医療に必要な血液を献血によって安定的に確保するために､ 献血に積極的に協力してい

る企業・団体のこと｡
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６月20日から８月30日まで横山隆一記念まんが館にて開催されています ｢2015 高知のまんが あれこれ展｣ に

県内のイメージキャラクターとして ｢まもるくん｣ が展示されています｡

開催場所：横山隆一記念まんが館企画展示室

開催日時：６月20日(土)～８月30日(日) ９：00～18：00

入 場 料：無 料
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表１: 日本人の基礎代謝基準値

性 別 男 性 女 性

年 齢
基礎代謝
基準値

(kcal/kg/日)

基準体重
(kg)

基準代謝量
(kcal/日)

基礎代謝
基準値

(kcal/kg/日)

基準体重
(kg)

基準代謝量
(kcal/日)

1-2歳 61.0 11.9 730 59.7 11.0 660

3-5歳 54.8 16.7 920 52.2 16.0 840

6-7歳 44.3 23.0 1020 41.9 21.6 910

8-9歳 40.8 28.0 1140 38.3 27.2 1040

10-11歳 37.4 35.5 1330 34.8 35.7 1240

12-14歳 31.0 50.0 1550 29.6 45.6 1350

15-17歳 27.0 58.3 1570 25.3 50.0 1270

18-29歳 24.0 63.5 1520 23.6 50.0 1180

30-49歳 22.3 68.0 1520 21.7 52.7 1140

50-69歳 21.5 64.0 1380 20.7 53.2 1100

70歳以上 21.5 57.2 1230 20.7 49.7 1030
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図: 総エネルギー消費量およびＰＡＬと年齢の関係

表２: ヒトの臓器・組織における安静時代謝量

臓器・組織 重量 (kg)
エネルギー代謝量

比率 (%)
(kcal/kg/日) (kcal/日)

全身 70.0 24 1700 100

骨格筋 28.0 13 370 22

脂肪組織 15.0 4.5 70 4

肝臓 1.8 200 360 21

脳 1.4 240 340 20

心臓 0.3 440 145 9

腎臓 0.3 440 137 8

その他 23.2 12 277 16

男性 女性
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二重枠の文字を組み合わせて言
葉を完成させてください｡

問

�������	
 (ヨコのカギ)
① 福岡県柳川市出身で佐渡ヶ嶽部屋
所属の現役大相撲力士｡ 2015年７月
現在､ 東大関である｡
② 大量の酒を飲んでもなかなか酔わ
ない人の事｡
③ 体色を変化させ､ 舌を伸ばして虫
を捕るなど､ 特異な爬虫類としてよ
く知られる｡
④ 同一の資産を担保として新規のロー
ンを組み､ 既存のローンを完済する
手続きのこと｡
⑤ 2000年に放送が開始したテレビ朝
日系でシリーズ化されている水谷豊
主演の刑事ドラマ｡
⑥ 高さ20～25ｍの大木になり40ｍを
超す個体もある落葉高木｡ 葉の鋸歯
は曲線的に葉先に向かう特徴的な形
であり､ 鋸歯の先端は尖っている｡
⑦ 船の通ったあと｡ 航跡｡
⑧ アニメーションやバラエティ番組
などでのその他大勢的な仕事のこと｡

(タテのカギ)
① 大阪市出身の演歌歌手｡ 代表曲に
流恋草､ 雨酒場､ 無言坂がある｡
⑧ カモ目カモ科の水鳥の総称｡ 大き

さはカモより大きく､ ハクチョウよ
り小さい｡ 宮城県の県鳥｡
⑨ ○○を切る｡ (意味：わざと知らな
いふりをする｡)
⑩ 東京都出身の俳優｡ 代表作に ｢松
川事件｣､ ｢新幹線大爆破｣､ ｢沈まぬ
太陽｣｡
⑪ 愛知県出身の元プロ野球選手｡ 2015
年７月現在､ 福岡ソフトバンクホー
クスの監督として指揮を執っている｡
⑫ 演劇の初日､ 映画の特別封切
⑬ ○○競馬場｡ 東京都品川区勝島に
ある地方競馬の競馬場で愛称は東京
シティ競馬｡
⑭ 大きくならないうちに消し止めた
火事｡ 小さな火事｡

1 9 10 11

2 5 5 14

12 6

3 13

7 8
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当協会に勤務する徳久和人書記が､ 来年ラスベガスで行われるオープントーナメント
(Las Vegas Open Darts Tournament) に平成27年度のダーツ (団体) 日本代表選手として
招待されることが決定しました｡
徳久書記は平成26年度､ 日本の主要ダーツ団体の一つであるＪＤО (ジャパンダーツオー
ガニゼーションズ) で年間ランキング３位となったことから､ 高知県からは史上初となる
招待選手４名の一人に選出されました｡
徳久書記は会報誌編集事務局を担当し､ 普段は皆様の ｢おめでたいニュース｣ をお祝い

させて頂いていますが､ 今回は ｢自分で自分を褒めるのは…｡｣ ということで､ 臨時担当
が代わりに本欄を担当させて頂きます｡
まずは､ 徳久書記の喜びのコメントを紹介します｡
｢友達に勧められ遊び半分ではじめたダーツですが､ やってみると奥が深く､ もともと

凝り性であった私はすぐにのめり込みました｡ 集中力や技術力を高めていくため､ 自分と
の戦いであることが大変ですが､ 成績などで上達がわかりやりがいもありました｡ ダーツ
を始めて６年ほどですが､ 努力を怠らなかった結果としてＪＤＯ代表選手となりラスベガ
ストーナメントに出場できることは非常に嬉しい反面信じられません｡ 日本代表または高
知県代表として胸を張って帰って来られるよう精一杯頑張りますので､ みなさま応援よろ
しくお願いします｡｣
平日は仕事をしっかりとこなし､ 休日は日本各地を遠征しながらの日本ランキング３位

です｡ 地道に努力を続けてこられた結果ですね｡ ｢日本代表｣ おめでとうございます！ ｢おめでたいニュース｣ でも良いご
報告ができるよう頑張ってください｡ 皆様からの暖かい応援メッセージもお待ちしております｡

≪ラスベガス・オープン・
ダーツ・トーナメントとは≫

毎年１月にラスベガスで３日間に
渡り開催されるオープン・トーナ
メント｡
地元のアメリカ､ カナダ他､ ヨー
ロッパやアジアなどの世界各国か
ら約400名が参加する世界規模の
大会｡
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高知県防災キャラクターＣ◯やなせたかし
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〒780-0870　高知県高知市本町 4丁目 2-15
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